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文
武
両
道
に
傑
出
し
た

こ
の
人　
太
田
道
灌

　
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
江
戸
氏
が
日
比
谷
付
近
に
進
出
・
・
・

　

秩
父
氏
の
嫡
流
だ
っ
た
「
河
越
氏
」
は
河
越
（
現
・
川
越
市
）
を
本
拠
と
し
て
い
た
が
、
秩
父
氏
の
一

支
族
（
後
に
「
江
戸
氏
」
と
称
し
た
）
は
、
入
間
川
（
現
・
荒
川
）
を
南
下
し
、
当
時
は
湿
地
だ
っ
た
江
戸

郷ご
う

（
現
・
千
代
田
区
日
比
谷
の
辺
り
）
に
定
住
し
た
。
平
安
時
代
後
期
の
こ
と
で
あ
る
。

　

江
戸
氏
は
町
づ
く
り
に
取
り
掛
か
り
、「
桜
田
郷
」
の
台
地
に
城
館
（
後
に
江
戸
城
と
な
る
）
を
築
い
て
、

一
帯
の
水
運
を
掌
握
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
地
方
の
豪
族
か
ら
武
家
の
頭
目
へ
と
成
長
し
、
以
後

三
百
年
も
の
間
、
江
戸
の
ま
ち
を
支
配
し
た
。
し
か
し
江
戸
氏
の
総
領
家
は
、
い
く
つ
か
の
系
統
に
分
れ

て
周
辺
に
散
っ
た
の
で
、
次
第
に
力
を
失
っ
て
ゆ
く
。

　
太
田
道
灌
は
江
戸
城
を
構
築

　

衰
微
し
た
江
戸
氏
を
追
放
し
、
江
戸
館
を
堅
固
な
中
世
の
城
郭
、「
江
戸
城
」
へ
と
再
構
築
し
た
の
は
、

電
子
版
市
民
プ
レ
ス　
第
59
号

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
地
域
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
第
59
号
（2013/1/5

発
行
）
の
電
子
版
と
し

て
再
編
集
し
ま
し
た
。
電
子
書
籍
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
で
お
読
み
下
さ
い
。

ま
た
ご
利
用
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、電
子
書
籍
の
閲
覧
が
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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世
に
名
高
き
太
田
氏
だ
っ
た
。
室
町
時
代
の
中
頃
の
こ

と
に
な
る
。
築
城
し
た
の
は
長
禄
元
年
（
１
４
５
７
）、

扇
谷
上
杉
家
家
宰
の
太
田
資す
け

清き
よ

（
出
家
し
て
道
真
）
と
、

そ
の
子
資す
け

長な
が

（
同
じ
く
出
家
し
て
道ど
う

灌か
ん

）
の
両
名
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
道
灌
が
一
人
で
築
城
に

当
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
、
彼
は
城
主
と
な
っ
て
江

戸
の
町
に
君
臨
し
、
城
下
は
繁
栄
し
た
。

　

道
灌
は
文
武
両
道
に
優
れ
た
類
い
稀
な
人
物
だ
っ
た
。

本
稿
の
目
標
は
、
彼
の
人
物
像
と
活
動
の
全
容
に
迫
る

こ
と
で
あ
る
。
お
断
り
す
る
が
、
本
名
の
「
資
長
」
は

ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
ず
、「
道
灌
」
と
言
い
習
わ
さ
れ
て

き
た
の
で
、
本
稿
で
も
、
慣
例
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

　
室
町
時
代
の
初
期
に
遡
る
・
・
・

　

延
元
元
年
（
１
３
３
８
）
に
足
利
尊
氏
が
征
夷
大
将

軍
と
な
り
、
京
都
に
室
町
幕
府
を
開
い
た
。
だ
が
以
前
か
ら
東
国
の
政
治
的
な
中
心
だ
っ
た
鎌
倉
の
重
要

性
は
不
変
で
あ
っ
た
。
将
軍
家
に
内
紛
が
起
っ
た
た
め
、
尊
氏
は
鎌
倉
に
い
た
嫡
男
の
義よ
し

詮あ
き
らを

京
都
に
呼

び
、
貞
和
五
年
（
１
３
４
９
）、
次
男
基も
と

氏う
じ

を
鎌
倉
公
方
と
し
て
下
し
た
。
鎌
倉
府
と
し
て
機
能
さ
せ
る

た
め
で
あ
る
。

　

そ
の
折
、
幼
い
基
氏
を
補
佐
し
た
執
事
の
一
人
だ
っ
た
上
杉
憲の
り

顕あ
き

は
、
鎌
倉
公
方
を
補
佐
す
る
初
代
の

関か
ん

東と
う

管か
ん

領れ
い

と
な
っ
て
力
を
得
た
。
鎌
倉
の
山
内
（
鎌
倉
市
山
之
内
で
現
在
で
も
「
管
領
屋
敷
」
の
地
名
が
あ
る
）

に
居
館
を
置
い
た
こ
と
に
因
ん
で
山
内
上
杉
家
と
呼
ば
れ
、
管
領
職
は
世
襲
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
十
五
世
紀
に
入
っ
て

　

管
領
家
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
上
杉
氏
一
族
は
分
派
し
、
鎌
倉
の
扇
谷
（
現
在
の
鎌
倉
市
扇
ヶ
谷
）
に

居
住
し
て
い
た
扇
お
う
ぎ
が

谷や
つ

上
杉
家
は
、
優
位
に
立
つ
山
内
上
杉
家
を
追
う
よ
う
に
な
り
、
両
上
杉
家
は
、
と

き
に
は
断
絶
し
、
ま
た
相
互
の
妥
協
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
、
と
い
う
構
図
が
出
来
上
が
り
、
ま
た
繰
り
返

さ
れ
た
。

　

養
子
と
し
て
山
内
上
杉
家
を
継
い
だ
上
杉
憲の
り
ざ
ね実
は
、
永
享
十
年
（
１
４
３
８
）、
六
代
将
軍
足
利
義よ
し
の
り教

の
命
に
よ
っ
て
、
四
代
鎌
倉
公
方
の
足
利
持も
ち
う
じ氏

を
討
伐
（
永
享
の
乱
）、
一
方
将
軍
義
教
は
、
嘉
吉
元
年

Ｃ
Ｇ 

画
像
の
江
戸
城　
Ｈ
Ｐ
「
武
州
の
城
」
よ
り
引
用

当時を推定して制作した CG 画像
入江に注ぐ平川を挟んで、桜田郷の台地上に三重構造の城郭
が築かれ、その対岸には城下町の家々が軒を並べていた。
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（
１
４
４
１
）
播
磨
の
守
護
赤
松
満み
つ
す
け祐

に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
（
嘉
吉
の
変
）、
室
町
幕
府
に
は
、
鎌
倉
府
の

立
て
直
し
に
取
組
む
機
運
が
生
じ
た
よ
う
だ
。

　
鎌
倉
府
を
再
興

　

五
代
鎌
倉
公
方
に
は
持
氏
の
子
、
成し
げ
う
じ氏

が
就
任
し
、
そ
の
補
佐
役
の
関
東
管
領
に
は
、
山
内
上
杉
家
の

上
杉
憲の
り
た
だ忠

（
上
杉
憲
実
の
嫡
男
）
が
就
任
し
た
。
し
か
し
鎌
倉
府
が
再
興
さ
れ
て
も
、成
氏
の
元
に
集
ま
っ

た
旧
持
氏
方
の
武
将
・
豪
族
等
と
、
山
内
・
扇
谷
両
上
杉
氏
と
の
緊
張
関
係
は
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
享
徳
の
乱
が
勃
発
・
・
・

　

享
徳
三
年
（
１
４
５
５
）、
鎌
倉
公
方
の
成
氏
は
、
関
東
管
領
上
杉
憲
忠
を
御
所
に
呼
び
寄
せ
て
謀
殺

し
た
。
父
を
死
に
追
い
や
っ
た
上
杉
氏
へ
の
恨
み
が
原
因
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

室
町
幕
府
は
上
杉
氏
の
支
援
を
決
定
し
た
た
め
、
享
徳
四
年
、
後
花
園
天
皇
か
ら
成
氏
追
討
の
綸り
ん

旨じ

と

御
旗
が
与
え
ら
れ
、
成
氏
は
朝
敵
と
な
っ
た
。
成
氏
は
現
・
足
利
市
に
布
陣
し
て
対
抗
し
、
そ
の
後
は
下

総
古
河
を
本
拠
地
と
し
た
の
で
、
古
河
公
方
（
初
代
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
憲
忠
謀
殺
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
以
後
三
十
年
近
く
群
雄
が
割
拠
、
関
東
一
帯
を
戦
い
の
乱
世
へ
と
導
い
た
。

　
太
田
氏
父
子
に
よ
る
築
城

　

武
蔵
国
は
扇
谷
上
杉
氏
と
古
河
公
方
（
足
利
氏
）
と
の
係
争
地
と
な
り
、
足
利
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た

古
河
な
ど
と
対
峙
す
る
上
杉
氏
は
、
本
拠
地
を
構
築
し
て
防
禦
の
態
勢
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
守
護
大
名
、扇
谷
上
杉
家
当
主
の
持も
ち
と
も朝

は
、長
禄
元
年（
１
４
５
７
）、家
宰
の
太
田
資
清
・
資
長（
道

灌
）
父
子
に
対
し
て
河
越
城
の
築
城
を
命
じ
た
。

　

更
に
古
河
公
方
側
の
有
力
武
将
だ
っ
た
房
総
の
千
葉
氏
を
抑
え
る
た
め
、
両
勢
力
の
境
界
で
荒
川
（
当

時
の
利
根
川
）
下
流
域
に
城
を
築
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
始
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
年
、
江
戸
城

を
も
構
築
さ
せ
て
、
古
河
公
方
へ
の
防
衛
線
を
強
化
し
た
。

　
太
田
氏
が
築
い
た
河
越
城
は
・
・
・

　

武
蔵
国
の
中
央
、
武
蔵
野
台
地
の
北
端
の
丘
陵
に
位
置
し
て
い
る
。
現
在
の
川
越
市
の
旧
市
街
で
、
北

に
は
赤
間
川
（
現
新
河
岸
川
）
が
流
れ
、
さ
ら
に
北
を
入
間
川
・
越お
っ

辺ぺ

川
な
ど
が
流
れ
て
外
堀
の
役
割
を

果
た
す
。
南
は
湿
地
帯
で
、
東
方
を
睨
ん
だ
自
然
の
要
害
に
在
る
。

　

道
灌
の
築
城
法
は
、「
道
灌
が
か
り
」
と
い
わ
れ
る
「
連
郭
式
縄
張
り
」
で
、
子
城
、
中
城
、
外
城
な

ど
独
立
し
た
曲
輪
を
連
ね
、
周
囲
に
高
さ
二
間
ほ
ど
の
土
塁
を
築
い
た
。
曲
輪
の
間
に
は
堀
を
巡
ら
し
、
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飛
橋
で
連
結
し
、
各
入
口
に
は
土
橋
、
引
き
橋
、
食
い
違
い
虎こ

口ぐ
ち

や
横
矢
掛
か
り
な
ど
の
仕
掛
け
を
作
っ

た
。
敵
が
侵
入
し
て
も
中
城
に
拠
っ
て
防
げ
る
構
造
だ
っ
た
と
い
う
。

　

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、
本
丸
南
西
の
二
十
米
の
高
台
に
富
士
見
櫓
を
築
い
た
の
も
道
灌
で
あ

る
と
い
う
。

　

築
城
に
つ
い
て
、
太
田
道
真
主
導
説
（
北
条
五
代
記
や
永
享
記
な
ど
）
と
太
田
道
灌
主
導
説
（
霊
岩
夜
話

や
太
田
家
記
な
ど
）
の
二
説
が
あ
る
が
、
築
城
後
に
、
西
に
は
太
田
道
真
屋
敷
が
、
城
の
北
西
に
太
田
道

灌
屋
敷
が
築
か
れ
た
と
い
う
。

　
河
越
城
の
面
影
を
偲
ぶ
・
・
・

　

右
雙
に
は
「
河
越
城
」、
左
雙
に
「
江
戸
城
」
を
主
題
と
し
て
、
河
越
か
ら
江
戸
の
ま
ち
に
至
る
全
貌

を
描
い
た
『
江
戸
図
屏
風
』
が
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
川
越
市
立
博
物
館

の
展
示
で
、
実
物
大
の
複
製
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
屏
風
の
由
来
に
つ
い
て
論
述
し
た
、
多
く
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
乍
ら
定
か
な
も

の
は
な
い
。
後
世
の
徳
川
時
代
に
な
っ
て
、
川
越
と
所
縁
の
深
か
っ
た
三
代
将
軍
家
光
が
、
川
越
を
訪
れ

た
折
に
献
上
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
図
柄
の
各
処
に
、
家
光
と
お
ぼ
し

き
人
物
が
数
多
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
鍵
と
な
っ
て
、
当
時
の
情

景
を
描
い
た
も
の
に
違
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
河
越
城
は
太
田
道
灌
が
築
城
し
た
の
ち
、
大
永
四
年

（
１
５
２
４
）
か
ら
数
度
に
わ
た
っ
て
北
条
氏
に
侵
攻
さ
れ
、
後
北

条
氏
時
代
の
城
代
、大
道
寺
政
繁
ら
に
よ
っ
て
大
幅
に
拡
張
さ
れ
た
。

以
来
こ
の
城
は
北
条
氏
の
重
要
な
拠
点
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
徳
川
時

代
に
は
、
松
平
信
綱
の
居
城
「
川
越
城
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
屏
風
絵
の
制
作
は
信
綱
以
前
の
も
の
な
の
で
、

太
田
氏
の
築
い
た
河
越
城
の
原
型
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　
城
の
南
に
位
置
す
る
「
三
芳
野
神
社
」

　

大
宮
の
氷
川
神
社
を
勧
請
し
た
と
も
、
京
都
の
北
野
神
社
を
勧
請

し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
定
か
で
は
な
い
。「
三
芳
野
」の
社
名
は
、

在
原
業
平
の
『
伊
勢
物
語
』
に
出
て
く
る
「
入
間
の
郡
三
芳
野
の
里
」

屏風絵にみる川越城　『江戸図屏風』 の右雙の一部
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と
い
う
地
名
が
川
越
の
旧
地
名
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。

　

太
田
道
真
・
道
灌
父
子
に
よ
る
河
越
城
の
築
城
に
よ
っ
て
城
内
の
天て
ん

神じ
ん

曲く
る

輪わ

（
本
丸
の
高
所
）
に
位
置

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
現
存
す
る
社
殿
は
、
寛
永
元
年
（
１
６
２
４
）
川
越
藩
主
酒

井
忠
勝
が
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
命
を
受
け
て
造
営
し
た
も
の
で
、
江
戸
幕
府
の
直
営
社
と
な
っ
た
。

　

当
社
は
「
お
城
の
天
神
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
、
童
わ
ら
べ

歌う
た

「
と
お
り
ゃ
ん
せ
」
は
そ
の
参
道
が
舞
台
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
城
内
に
入
る
と
き
は
容
易
だ
っ
た
が
、
帰
り
の
参
詣
客
は
警
護
の
者
に
よ
っ
て
厳
し
く

調
べ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
「
行
き
は
よ
い
よ
い
、
帰
り
は
怖
い
・
・
・
」
と
唄
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

が
城
下
に
流
れ
、
武
士
や
町
人
た
ち
に
よ
っ
て
江
戸
に
運
ば
れ
、
や
が
て
全
国
へ
広
ま
っ
て
行
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　
河
越
城
は
「
初
雁
城
」
と
呼
ば
れ
る

　

そ
の
名
前
に
つ
い
て
は
、
文
学
的
な
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。
築
城
祝
い
の
宴
が
開
か
れ
た
折
り
、
頭

上
の
空
を
初
雁
の
列
が
鳴
き
な
が
ら
飛
ん
で
行
き
、
や
が
て
、
か
な
た
の
里
に
落
ち
て
い
っ
た
。
太
田
道

灌
は
そ
の
様
を
見
て
、「
こ
の
城
を
こ
れ
か
ら
初
雁
城
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
」
と
侍
臣
た
ち
に
語
っ
た

と
い
う
。

　

ま
た
別
に
、
毎
年
同
じ
時
期
に
北
か
ら
初
雁
が
飛
来
し
、
城
内
の
三
芳
野
神
社
の
杉
（「
初
雁
の
杉
」）

の
真
上
で
三
声
鳴
き
三
度
回
っ
て
南
に
飛
び
去
っ
た
、
と
い
う
故
事
が
あ
る
。

　
河
越
城
は
持
朝
以
後
、
扇
谷
上
杉
家
の
居
城
と
な
る

　

太
田
氏
の
主
君
で
あ
っ
た
上
杉
持
朝
は
築
城
後
、
河
越
城
を
自
ら
の
居
城
と
し
た
の
で
、
同
家
の
家
老

と
し
て
築
城
に
当
っ
た
道
灌
に
は
、
河
越
城
の
支
城
と
も
い
え
る
江
戸
城
が
与
え
ら
れ
た
。

　

河
越
城
は
荒
川
沿
岸
の
低
地
と
接
し
た
平
地
の
一
点
と
し
て
、
僅
か
数
尺
の
丘
陵
の
上
に
築
か
れ
た
城

だ
っ
た
が
、
当
時
と
し
て
は
大
規
模
な
要
塁
だ
っ
た
の
で
、
以
後
扇
谷
上
杉
家
の
居
城
と
し
て
重
き
を
な

し
た
。
そ
こ
で
持
朝
に
つ
づ
い
て
、
政
真
、
定
正
、
朝
良
、
朝
興
、
朝
定
と
、
六
代
お
よ
そ
八
十
年
間
に

わ
た
り
河
越
城
主
と
し
て
君
臨
し
た
。

　
川
越
街
道
の
成
立
に
向
け
て
・
・
・

　

河
越
城
と
江
戸
城
と
の
往
来
の
た
め
に
、
古
道
を
繋
い
だ
道
路
は
、
古
河
公
方
に
対
す
る
防
衛
線
と
し

て
機
能
し
た
の
で
あ
る
が
、
後
に
川
越
が
徳
川
家
の
支
配
下
に
な
る
と
、
将
軍
家
に
と
っ
て
も
重
要
な
陸

路
と
な
り
、
拡
張
・
整
備
さ
れ
、
日
本
橋
と
川
越
を
結
ぶ
「
川
越
街
道
」
が
成
立
す
る
。
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太
田
道
灌
は
品
川
か
ら
江
戸
へ

　

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
道
灌
は
、
主
君
の
命
令
に
よ
っ
て
、
古
河
公
方
側
の
房
総
の
千
葉
氏
を
抑
え
る

た
め
、
武
蔵
国
豊
嶋
郡
に
江
戸
城
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
が
、『
永え
い

享き
ょ
う

記
』
に
は
、
道
灌
は
霊
夢
の
お
告

げ
に
よ
っ
て
江
戸
の
地
に
城
を
築
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
地
を
領
し
て
い
た
「
江
戸
氏
」
の

城
館
を
奪
い
、
利
権
を
獲
得
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
は
、
と
の
説
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
軍
記
は
語
る
・
・
・

　
『
永
享
記
』
は
、
室
町
時
代
の
永
享
の
乱
・
結
城
合
戦
か
ら
以
後
の
東
国
の
情
勢
を
描
い
た
軍
記
で
、

内
容
は
信
頼
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。成
立
の
年
代
、作
者
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、諸
軍
記
は
全
て『
鎌

倉
持
氏
記
』（
浅
羽
民
部
少
輔
と
い
う
人
物
が
宝
徳
三
年
∧
１
４
５
１
∨
、
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
の
最
後
の
日
記

と
し
て
書
き
留
め
た
も
の
）
が
源
流
に
あ
る
の
で
、『
永
享
記
』
の
該
当
部
分
は
こ
れ
を
リ
ラ
イ
ト
し
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
関
八
州
古
戦
録
』（
享
保
十
一
年
∧
１
７
２
６
∨
に
成
立
し
た
江
戸
時
代
の
軍
記
物
で
、
著
者
は
槙

島
昭
武
、『
関
東
古
戦
録
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
関
東
に
お
け
る
合
戦
を
扱
っ
て
、
各
地
に
埋
も
れ
て
い
る
戦

記
類
を
た
ん
ね
ん
に
集
め
た
も
の
）
に
は
品
川
沖
を
航
行
し
て
い
た
道
灌
の
舟
に
九こ
の
し
ろ城
と
い
う
魚
が
踊
り
入

り
、
こ
れ
を
吉
兆
と
喜
び
江
戸
に
城
を
築
く
こ
と
を
思
い
立
っ
た
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
話
し
は
、
弱
体
化
し
て
い
た
江
戸
氏
を
退
去
さ
せ
る
た
め
の
口
実
と
い
う
説
も
あ
る
。

　
居
館
を
江
戸
に
移
す
・
・
・

　

太
田
家
は
、
康
正
元
年
（
１
４
５
５
）
品
川
湊
に
近
く
、
館
を
建
て
て
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

　

江
戸
城
が
完
成
し
て
品
川
か
ら
居
館
を
遷
し
た
の
は
、
長
禄
元
年
四
月
八
日
（
１
４
５
７
年
５
月
１
日
）

で
あ
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

鎌か
ま

倉く
ら

大お
お

草ぞ
う

紙し

に
よ
れ
ば
、
江
戸
城
の
建
設
が
始
ま
っ
た
の
は
康
正
二
年
、
そ
の
年
道
灌
は
、
父
親
か
ら

家
督
を
相
続
し
た
。
た
だ
し
道
真
は
嫡
子
に
家
督
を
譲
っ
て
も
隠
居
は
せ
ず
、
寛
正
二
年
（
１
４
６
１
）

こ
ろ
ま
で
実
権
は
持
ち
続
け
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

　

な
お
鎌
倉
大
草
紙
は
、
室
町
時
代
の
鎌
倉
・
古
河
公
方
を
中
心
と
し
て
、
康
暦
二
年
（
天
授
六
年
∧

１
３
８
０
∨
）
〜
文
明
十
一
年
（
１
４
７
９
）
の
百
年
の
歴
史
を
記
し
た
歴
史
書
・
軍
記
物
で
、『
太
平
記
』

を
継
承
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
太
平
後
記
の
別
称
が
あ
る
。
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江
戸
城
は
堅
固
な
城
郭
だ
っ
た

　

翌
、
長
禄
元
年
、
ま
だ
二
十
六
才
だ
っ

た
太
田
道
灌
は
堅
固
な
城
郭
を
完
成
し

た
。
そ
の
当
時
の
海
岸
線
は
、
平
川
郷
、

桜
田
郷
（
現
・
日
比
谷
辺
り
一
帯
）
に
迫
り
、

平
川
は
海
に
流
れ
込
ん
で
い
た
。
海
辺

だ
っ
た
台
地
上
に
立
つ
三
重
構
造
の
江

戸
城
の
周
囲
に
は
、
切き
り

岸ぎ
し

（
斜
面
を
削
っ

て
人
工
的
に
つ
く
っ
た
断
崖
）
や
水
堀
を

巡
ら
し
、
城
郭
は
門
や
橋
で
結
ば
れ
て

い
た
と
い
う
。

　

道
灌
と
親
交
の
あ
っ
た
禅
僧
蕭し
ょ
う

庵あ
ん

竜り
ょ
う

統と
う

の
『
寄
題
江
戸
城
静
勝
軒
詩
序
』

や
、
万ば
ん

里り

集し
ゅ
う

九く

の
『
静
勝
軒
銘
詩
並
序
』

に
よ
る
と
、「
塁
の
高
さ
拾
余
丈
、
懸
崖

峭し
ょ
う

立り
つ

し
て
周め
ぐ
らす
に
繚
り
ょ
う

坦た
ん

を
以
て
す
る
も
の
数
十
里
ば
か
り
、外
に
巨
溝
浚し
ゅ
ん

塹ざ
ん

あ
り
て
咸み

な
泉
脈
に
徹と
お

り
、

た
た
う
る
に
鱗り
ん

碧ぺ
き

を
以
て
す
」
と
あ
る
。

　

城
の
高
さ
は
お
よ
そ
二
、三
十
メ
ー
ト
ル
、け
わ
し
い
崖
の
上
に
立
ち
、そ
の
周
り
に
は
土
堤
を
廻
ら
し
、

崖
下
の
深
い
堀
に
湧
き
水
が
流
れ
込
み
、
紺
青
の
空
や
、
生
い
茂
る
草
木
の
緑
を
映
し
て
い
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

　

外
壁
に
守
ら
れ
た
江
戸
城
は
、「
子
城
」「
中
城
」「
外
城
」
の
三
郭
に
区
切
ら
れ
、
郭
の
中
の
道
は
階

段
式
に
石
を
積
み
、
本
塁る
い

に
登
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
『
静
勝
軒
』
な
ど
を
建
て
る
・
・
・

　

中
城
に
は
、
道
灌
が
休
息
す
る
た
め
に
「
静
勝
軒
」
と
名
付
け
た
居
宅
を
設
け
、
そ
の
背
後
に
は
高
閣

を
築
い
た
。
そ
の
名
は
彼
が
用
兵
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
「
兵
は
静
な
る
を
以
て
勝
つ
」（
中
国
の
兵
書
の
な

か
の
句
）
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
泊
船
亭
、
含
雪
斎
な
ど
と
呼
ば
れ
る
い
く
つ
も
の
建
物
が
建
て
ら
れ
た
。
城
内
に
は
弓
場
も
あ

り
、
武
士
た
ち
が
武
芸
を
練
っ
て
い
た
。
こ
の
弓
場
で
は
毎
朝
数
百
人
の
家
来
た
ち
が
競
射
を
し
、
も
し

怠
る
者
が
あ
れ
ば
罰
金
と
し
て
銭
三
百
文
を
と
り
、
こ
れ
を
た
く
わ
え
て
試
射
会
の
と
き
の
茶
菓
の
費
用

太
田
道
灌
の
墓
所
が
所
在
す
る
「
大
慈
寺
」（
伊
勢
原
市
）
所
蔵

　
『
太
田
道
灌
画
像
』（
伊
勢
原
市
重
要
指
定
文
化
財
）
は
、「
大
慈
寺
」（
伊

勢
原
市
）
の
寺
宝
と
し
て
伝
わ
る
も
の
で
、　

道
灌
の
武
者
姿
が
、
鮮
や

か
な
彩
色
で
絹
地
に
描
か
れ
て
い
る
。
寛
政
八
年
（
１
７
９
６
）、
道
灌

の
子
孫
で
あ
る
太
田
摂
津
守
資す

け
の
ぶ順

（
1
7
6
2
～
1
8
0
8
）
の
作
で
あ

る
が
、
画
中
に
は
、
と
き
の
老
中
太
田
備
中
守
資す

け
よ
し愛

の
筆
で
、
道
灌
の

歌
集
「
慕ぼ

け
い
し
ゅ
う

京
集
」
に
載
せ
ら
れ
た
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
あ
ず
さ
弓　

お
も
ひ
な
り
し
も　

に
く
み
し
も　

た
え
て
我
の
み　

月
を
見
る
か
な
」

　

こ
の
画
像
は
現
在
非
公
開
で
あ
る
が
、
川
越
市
立
博
物
館
に
複
製
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
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に
あ
て
た
と
い
う
。
ま
た
一
ヶ
月
の
う
ち
二
、三
回
は
「
戈ほ
こ

を
操と

り
、
鉦か
ね

を
撃う

ち
て
」
士
卒
の
教
練
や
閲

兵
を
お
こ
な
う
な
ど
、
軍
令
は
な
は
だ
厳
し
か
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
道
灌
の
兵
法
は
・
・
・

　

太
田
道
灌
は
、諸
書
を
求
め
て
兵
学
を
学
び
、当
時
の
軍
配
者
（
軍
師
）
に
と
っ
て
必
須
の
教
養
で
あ
っ

た
「
易
学
」
を
修
め
、
ま
た
武ぶ

経け
い

七し
ち

書し
ょ

に
も
通
じ
て
い
た
。『
太
田
家
譜
』
に
は
、
管
領
・
細
川
勝
元
に

兵
書
を
贈
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
騎
馬
武
者
に
よ
る
一
騎
討
ち
を
排
し
、
そ
の
こ
ろ
登
場
し
た
足

軽
を
活
用
し
た
の
で
、
道
灌
の
兵
法
は
「
足
軽
軍
法
」
と
も
呼
ば
れ
、
新
時
代
の
集
団
戦
術
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
要
害
の
地
に
拠
り
、
精
兵
を
た
く
わ
え
た
結
果
、「
江
戸
城
高
く
し
て
攀よ

ず
べ
か
ら
ず
、

わ
が
公
（
道
灌
）
の
豪
気
東
関
に
甲
た
り
」
と
か
、「
三
州
（
武
蔵
、
相
模
、
上
野
を
さ
す
）
の
安
危
は
武

の
一
州
に
系か
か

り
、
武
の
安
危
は
公
の
一
城
に
系
る
」
と
か
う
た
わ
れ
、
道
灌
の
名
は
江
戸
城
と
と
も
に
関

八
州
の
国
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
享
徳
の
乱
は
関
東
一
円
に
拡
大
し
て

　

享
徳
三
年
（
１
４
５
５
）、
五
代
鎌
倉
公
方
の
足
利
成
氏
が
関
東
管
領
上
杉
憲
忠
を
暗
殺
し
た
こ
と
に

端
を
発
し
、
幕
府
方
、
山
内
・
扇
谷
両
上
杉
方
、
鎌
倉
公
方
（
の
ち
に
古
河
公
方
）
方
の
争
い
が
起
り
、

こ
れ
が
遠
因
と
な
っ
て
、
関
東
地
方
も
戦
国
時
代
へ
と
向
か
う
。

　
太
田
氏
の
主
君
、
上
杉
持
朝
の
死　

　

応
仁
の
乱
が
勃
発
し
た
の
は
応
仁
元
年
（
１
４
６
７
）、
内
乱
は
十
年
を
越
え
、
京
都
は
灰
燼
と
化
し

た
の
で
あ
る
が
、
奇
し
く
も
関
東
の
一
角
、
河
越
で
は
、
守
護
大
名
、
扇
谷
上
杉
家
当
主
の
持
朝
が
死
去

し
、
孫
の
政
真
が
家
督
を
継
い
だ
。
持
朝
の
嫡
男
の
顕
房
は
、
享
徳
四
年
（
１
４
５
５
）、
分
倍
河
原
の

戦
い
で
戦
死
し
て
、
す
で
に
亡
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
五
十
子
の
戦
い

　

家
宰
と
し
て
上
杉
家
に
長
年
仕
え
た
道
真
は
、
若
き
政
真
を
支
え
る
こ
と
に
な
り
、　

政
真
に
従
っ
て

武
蔵
五い
か
っ
こ
の
じ
ん

十
子
陣
（
現
・
本
庄
市
）
で
古
河
公
方
と
対
陣
す
る
。

一
方
、
太
田
道
灌
は
江
戸
城
に
在
っ
て
武
蔵
、
相
模
を
固
め
て
い
た
。

　

文
明
五
年
（
１
４
７
３
）、
古
河
公
方
の
軍
勢
が
五
十
子
陣
に
攻
め
か
か
り
、
関
東
管
領
家
で
あ
っ
た

山
内
上
杉
家
の
家
宰
長
尾
景
信
が
死
去
し
、続
い
て
扇
谷
上
杉
家
の
上
杉
政
真
が
討
ち
死
に
し
て
し
ま
う
。
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若
き
当
主
亡
き
あ
と
、
資
長
ら
老
臣
達
の
評
定
に
よ
っ
て
、
政
真
の
叔
父
に
当
る
定
正
が
家
督
に
迎
え
ら

れ
た
。

　
長
尾
景
春
の
乱
が
起
る
・
・
・

　

白し
ろ
い井

長
尾
氏
は
利
根
川
沿
い
に
白
井
城
（
現
・
渋
川
市
）
を
構
え
、
景
仲
・
景
信
の
二
代
に
わ
た
っ
て

山
内
上
杉
家
の
家
宰
と
武
蔵
・
上
野
の
守
護
代
を
つ
と
め
、
所
領
も
多
か
っ
た
。
し
か
も
在
地
の
武
士
を

組
織
し
て
、
屈
指
の
勢
力
を
築
い
て
い
た
。
景
信
が
死
去
し
た
あ
と
、
子
の
景
春
が
家
督
を
継
い
だ
が
、

遺
憾
な
が
ら
彼
に
は
家
宰
職
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
恨
ん
だ
景
春
は
、
太
田
道
灌
に
同
心
を
求

め
た
。
道
灌
の
父
親
で
あ
る
道
真
の
正
室
は
長
尾
景
仲
の
娘
な
の
で
、
道
灌
は
従
兄
弟
に
当
る
。

　

し
か
し
拒
否
さ
れ
た
た
め
文
明
八
年
（
１
４
７
６
）
居
城
を
去
り
、
荒
川
に
臨
む
断
崖
に
鉢
形
城
を
築

い
て
山
内
家
当
主
、
上
杉
顕あ
き
さ
だ定

に
反
旗
を
翻
し
た
。

　

彼
は
武
勇
の
士
と
し
て
優
れ
、
古
河
公
方
と
結
ん
で
、
五
十
子
陣
の
顕
定
軍
を
急
襲
し
た
。
上
杉
軍
は

大
敗
を
喫
し
て
、
文
明
九
年
の
正
月
、
五
十
子
を
守
っ
て
い
た
山
内
家
当
主
上
杉
顕
定
、
定
正
、
道
真
は

上
野
国
に
敗
走
す
る
。

　

古
河
公
方
に
対
す
る
防
御
拠
点
が
落
と
さ
れ
た
た
め
上
杉
方
は
動
揺
し
、相
模
に
小
磯
城
（
現
・
大
磯
町
）

を
構
え
て
い
た
越
後
五
郎
四
郎
、
小
沢

城
（
現
・
神
奈
川
県
愛
川
町
）
の
金
子
掃

部
助
、
溝
呂
木
城
（
現
・
厚
木
市
）
の
溝

呂
木
正
重
、そ
し
て
小
机
城（
現
・
横
浜
市
）

の
矢
野
兵
庫
が
長
尾
景
春
に
呼
応
し
た
。

ま
た
多
く
の
地
侍
も
味
方
し
た
。

　

し
か
も
石
神
井
城
と
練
馬
城
（
現
・
練

馬
区
）
の
城
主
豊
島
泰
経
、
ま
た
平
塚
城

（
現
・
北
区
）
の
主あ
る
じだ

っ
た
弟
の
豊
島
泰

明
も
景
春
を
援
護
し
て
、
太
田
氏
の
川

越
〜
江
戸
の
防
御
線
を
断
ち
切
っ
た
。

　
太
田
道
灌
は
関
東
一
円
を
制
圧

　

長
尾
氏
に
与く
み

す
る
各
地
の
城
主
に
対
抗
し
て
攻
め
に
転
じ
た
道
灌
は
、
兵
を
動
か
し
て
溝
呂
木
城
・
小

沢
城
（
現
・
神
奈
川
県
に
所
在
）
を
速
攻
、
こ
れ
ら
を
落
と
し
、
さ
ら
に
、
川
越
城
の
攻
撃
を
図
っ
て
い
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た
矢
野
兵
庫
（
小
机
城
∧
現
・
横
浜
市
∨
）
を
甥
の
資
忠
ら
に
よ
っ
て
撃
退
さ
せ
た
。

　

つ
づ
い
て
道
灌
は
、
豊
島
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
平
塚
城
を
焼
き
払
い
、
追
撃
し
て
来
た
泰
経
、
泰
明
を

追
っ
た
。
江
古
田
・
沼
袋
の
戦
い
で
泰
明
を
打
ち
取
り
、
石
神
井
城
を
落
城
さ
せ
た
。

　

文
明
九
年
四
月
、
長
尾
景
春
は
五
十
子
を
出
陣
し
て
利
根
川
を
渡
り
、
山
内
上
杉
家
顕
定
、
扇
谷
上
杉

家
定
正
の
軍
を
攻
め
た
が
撃
退
さ
れ
、
道
灌
は
顕
定
・
定
正
と
合
流
し
て
五
十
子
を
奪
回
、
用
土
原
の
戦

い
で
景
春
を
撃
破
し
た
。

　

武
蔵
、
相
模
の
諸
城
を
制
圧
し
た
道
灌
は
、
古
河
公
方
、
足
利
成
氏
と
の
和
議
に
反
対
し
て
い
た
成
氏

方
の
有
力
武
将
の
千
葉
孝
胤
を
境さ
か
い
ね根

原
（
現
・
柏
市
）
で
破
り
、
つ
い
で
甥
の
資
忠
ら
を
房
総
半
島
に
派

遣
し
て
、
千
葉
氏
の
臼
井
城
（
現
・
佐
倉
市
）
を
攻
め
落
し
た
。
こ
の
戦
い
で
資
忠
は
戦
死
す
る
が
、
真

里
谷
城
と
長
南
城
の
上
総
武
田
氏
、
海う
な
が
み上
城
の
海
上
氏
を
降
し
、
房
総
半
島
か
ら
反
対
勢
力
を
一
掃
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

抵
抗
を
続
け
て
い
た
長
尾
景
春
は
、
文
明
十
二
年
（
１
４
８
０
）、
最
後
の
拠
点
で
あ
る
日
野
城
（
現
・

秩
父
市
）
を
道
灌
に
攻
め
落
と
さ
れ
、
没
落
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
し
て
文
明
十
四
年
、
古
河
公
方
の

成
氏
と
両
上
杉
家
と
の
間
で
「
都と
ひ
が
っ
た
い

鄙
合
体
」（
都
鄙
と
は
、
都
と
田
舎
）
と
呼
ば
れ
る
和
議
が
成
立
し
て
享

徳
の
乱
は
終
結
し
た
。

室町時代

14001500 1450

太
田
道
灌
の
年
譜
抄

1432

（
永
享
四
年
）	

生
誕

1456

（
康
正
二
年
）	

家
督
相
続　

25
才

1457

（
長
禄
元
年
）	

河
越
城
、
江
戸
城
を
築
く 

26
才

1476

（
文
明
八
年
）〜1480

（
文
明
十
二
年
）

	

長
尾
景
春
の
乱　

45
才
〜
49
才

	

都と

鄙ひ

合
体
が
成
立　

52
才

1486

（
文
明
十
八
年
）	

暗
殺
さ
れ
る　

享
年
55
才

幕
府
へ
の
反
乱
（
明
徳
、
応
永
の
乱
）

1
4
0
4
 

明
と
の
勘
合
貿
易
は
じ
ま
る

1
4
8
5
 

山
城
の
国
一
揆
が
起
こ
る

1
4
1
9
 

李
氏
朝
鮮
の
対
馬
侵
攻
（
応
永
の
外
寇
）

1
4
4
1
 

嘉
吉
の
変

1
4
5
5
 

享
徳
の
乱　

1
4
5
7
 

江
戸
城
・
河
越
城
を
築
く

1
4
6
7
 

応
仁
の
乱

13861428
足利義持

13941441 足利義教

1
5
4
6
 

鉄
砲
が
種
子
島
に
伝
わ
る　

1
5
4
6
 

川
越
夜
戦

1
3
7
8
 

足
利
義
満
、
征
夷
大
将
軍
と
な
る

13981439
足利持氏

14381497
足利成氏

1
4
7
6
 

長
尾
景
春
の
乱

1
4
9
1
 

北
条
早
雲 

伊
豆
国
を
制
圧
す
る

1
5
0
4
 

扇
谷
上
杉
氏
と
山
内
上
杉
氏
と
の
争
い

1
5
1
8
 

川
越
城
主
が
江
戸
城
で
没

1
5
2
4
 

北
条
氏 

江
戸
城
を
奪
取

1
5
3
5
 

川
越
城
が
北
条
氏
に
よ
り
落
城

14361490 足利義政

14541510
（山内上杉）上杉顕定

1
4
3
2
 

明
と
の
国
交
を
回
復　

1
4
3
8
 

永
享
の
乱

主
な
出
来
事

足
利
将
軍

鎌
倉
公
方
と

　

関
東
管
領

太
田
氏
と

　

扇
谷
上
杉
氏

太田資清 (道真)

太田資長（道灌）
14111488

14321486

（扇谷）上杉持朝1467 1416

（扇谷）上杉定正 1446（43）1494

1
3
9
2
 

南
北
両
朝
の
合
一
な
る

　
道
灌
の
時
代
に
は
、
三
代
将
軍
義

満
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
幕
府
の
権

力
が
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
応
仁
の

内
乱
が
勃
発
し
て
、
都
は
灰
燼
に
帰

し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
武
家
の
文

化
と
伝
統
的
な
公
家
文
化
と
を
融
合

し
た
室
町
文
化
は
、
都
を
逃
れ
た
人

た
ち
に
よ
っ
て
東
国
に
伝
達
さ
れ
た
。
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江
戸
城
を
拠
点
と
し
て
各
方
面
に
進
出
し
、
獅
子
奮
迅
の
戦
い
を
展
開
し
て
関
東
全
域
を
ほ
ぼ
制
覇
し

た
道
灌
の
活
動
に
は
、
瞠
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

　
江
戸
城
の
守
護
と
し
て
・
・
・

　

太
田
道
灌
は
、
本
丸
内
の
梅
林
坂
上
に
天
満
宮
を
勧
請
、
現
・
千
代
田
区
平
河
町
に
所
在
す
る
平
河
天

満
宮
は
、
道
灌
公
が
、
菅
原
道
真
公
の
霊
夢
を
見
て
、
城
内
に
造
営
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
江
戸
城
の
周
辺
に
、
日
枝
神
社
、
築つ
く

土ど

神
社
（
と
も
に
現
千
代
田
区
に
所
在
）
を
勧
請
し
た
。
日

枝
神
社
は
、
川
越
の
無
量
寿
寺
（
現
在
の
喜
多
院
・
中
院
）
の
鎮
守
で
あ
る
川
越
の
日
枝
神
社
を
勧
請
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
一
方
、
築
土
神
社
は
、
平
将
門
の
首
を
祀
っ
て
創
建
さ
れ
た
「
津
久
戸
明
神
」
を
太

田
道
灌
が
田
安
郷
（
現
・
千
代
田
区
九
段
坂
上
）
に
移
転
し
た
も
の
と
い
う
。「
田
安
明
神
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

　
道
真
・
道
灌
父
子
は
歌
人
だ
っ
た
・
・
・

　

太
田
道
灌
が
江
戸
城
を
居
城
と
し
た
の
に
対
し
て
、
道
真
は
扇
谷
家
の
本
拠
と
な
っ
た
河
越
城
を
守

り
、
主
君
持
朝
を
補
佐
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
築
城
後
す
で
に
十
年
余
り
が
経
っ
た
文
明
元
年

（
１
４
６
９
）、
道
真
は
河
越
城
に
当
時
著
名
だ
っ
た
宗そ
う

祇ぎ

と
心し
ん

敬け
い

を
招
い
て
連
歌
会
を
催
し
た
。
作
品
は

「
河
越
千
句
」
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　

室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
多
く
の
僧
侶
や
文
人
な
ど
が
地
方
に
下
向
し
た
。
地
方
の
武
将

た
ち
の
間
で
も
、
短
歌
や
連
歌
が
愛
好
さ
れ
た
。
太
田
道
真
が
河
越
城
に
招
い
た
心
敬
は
、
比
叡
山
で
修

行
し
、
の
ち
京
都
清
水
寺
付
近
の
十
住
心
院
の
住
持
と
な
っ
て
、
権
大
僧
都
、
法
印
に
叙
せ
ら
れ
た
人
で

あ
る
。
冷
泉
派
の
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
一
方
、
連
歌
作
者
と
し
て
時
代
を
代
表
す
る
存
在
だ
っ
た
。
ま

た
道
真
が
招
い
た
宗
祇
は
、
若
い
こ
ろ
京
都
相
国
寺
に
入
り
、
宗そ
う

砌ぜ
い

、
専
順
、
心
敬
ほ
か
に
連
歌
を
学
ん

だ
歌
人
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
掲
げ
る
の
は
「
河
越
千
句
」
の
一
例
で
あ
る
が
、
連
歌
師
や
道
真
の
ほ
か
に
武
士
た
ち
も
参
加

し
て
お
り
、
い
か
に
歌
道
を
求
め
る
者
が
多
か
っ
た
か
が
分
か
る
。

　

梅
園
に
草
木
を
な
せ
る
匂
ひ
哉	

心
敬

　

庭
白
妙
の
雪
の
春
風	

道
真

　

鶯
の
声
は
外
山
影
さ
え
て	

宗
祇

　

か
す
む
い
づ
く
ぞ
武
蔵
野
の
原	

道
真
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道
灌
も
父
の
薫
陶
を
受
け
て
・
・
・

　

道
真
の
嫡
子
、
道
灌
も
文
人
と
し
て
優
れ
、
飛あ
す
か
い
鳥
井
雅ま
さ
よ世

（
蹴
鞠
・
和
歌
で
名
高
い
飛
鳥
井
家
の
家
人
）
と

そ
の
子
、
雅ま
さ
ち
か親
に
つ
い
て
和
歌
を
学
び
、
そ
の
技
は
後
花
園
天
皇
に
賞
賛
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

太
田
道
灌
は
、
父
道
真
の
「
河
越
千
句
」
と
同
じ
く
、
文
明
元
年
（
１
４
６
９
）
か
ら
同
六
年
の
こ
ろ
、

歌
人
の
心
敬
を
品
川
の
館
に
招
い
て
連
歌
会
を
催
し
た
。「
品
川
千
句
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

江
戸
城
で
も
、
道
灌
は
し
ば
し
ば
歌
会
を
催
し
た
。
証
本
が
伝
わ
る
も
の
と
し
て
、
文
明
六
年
六
月

十
七
日
に
行
わ
れ
た
『
武
州
江
戸
二
十
四
番
歌
合
』
と
、
同
時
期
の
催
し
と
見
ら
れ
る
「
太
田
道
灌
等
歌

合
」
の
二
つ
が
あ
る
。

　

前
者
は
二
季
一
雑
の
三
題
二
十
四
番
で
、
十
七
名
（
う
ち
三
名
が
二
首
）
が
出
詠
し
、
判
者
は
心
敬
、

講
師
は
平
尹ま
さ
も
り盛

（
下
向
し
て
き
た
幕
府
奉
公
衆
か
）
だ
っ
た
。
後
者
は
全
三
十
番
の
う
ち
二
十
六
番
以
降
の

残ざ
ん

闕げ
つ

本
（
一
部
が
欠
け
て
完
全
で
な
い
も
の
）
で
あ
る
が
、
や
は
り
三
題
と
見
ら
れ
、
作
者
の
多
く
は
前
者

と
共
通
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

両
歌
合
せ
を
併
せ
て
、
二
十
七
名
の
作
者
が
知
ら
れ
、
道
灌
・
木
戸
孝
範
・
平
尹
盛
・
奥
山
好よ
し
つ
ぐ嗣

（
河

越
に
い
た
太
田
氏
の
被
官
か
）・
卜ぼ
く
が
ん巖

・
珠し
ゅ
あ阿

・
音お
ん
よ誉

（
増
上
寺
長
老
）
は
双
方
に
出
詠
し
て
ぃ
る
。
道
灌

の
一
門
・
被
官
、
客
将
、
あ
る
い
は
在
地
の
有
力
者
で
構
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

な
お
木
戸
孝
範
は
、
堀
越
公
方
足
利
政
知
の
一
族
で
、
政
知
と
と
も
に
関
東
に
下
っ
て
道
灌
の
民
政
顧

問
を
つ
と
め
た
人
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

卜
巖
は
、
道
灌
の
使
者
と
し
て
各
地
に
奔
走
し
た
人
物
で
、
出
家
者
の
多
く
は
使
僧
と
推
測
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、心
敬
・
大
胡
修
茂
・
鎌
田
満
助
・
山
下
長
刹
の
四
名
は
、河
越
千
句
の
作
者
と
も
重
複
し
て
い
る
。

　

こ
の
歌
合
に
は
、
属
し
ょ
く

目も
く

（
即
興
的
に
目
に
触
れ
た
も
の
を
吟
ず
る
こ
と
）
風
景
を
詠
ん
だ
、
新
鮮
な
作
品

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

し
ほ
を
ふ
く
沖
の
鯨
の
わ
ざ
な
ら
で
一
筋
く
も
る
夕
立
の
空

（
武
州
江
戸
歌
合
・
二
番
左
・
孝
範　

海
上
夕
立
）

　

海
原
や
水
ま
く
龍
の
雲
の
波
は
や
く
も
か
へ
す
夕
立
の
あ
め

（
同
・
二
番
右
・
道
灌
）

　

形
式
が
整
っ
た
、
地
方
豪
族
主
催
の
歌
合
わ
せ
と
し
て
は
現
存
最
古
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

原
本
と
見
ら
れ
る
「
太
田
道
灌
等
歌
合
」（
井
上
宗
雄
所
蔵
）
に
は
、
各
番
の
左
右
歌
の
下
に
参
加
者
の

一
字
名
が
小
さ
く
記
入
さ
れ
て
お
り
、
出
詠
者
の
投
票
に
よ
っ
て
、
優
劣
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

歌
合
せ
と
し
て
は
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
方
式
で
、
判
者
の
権
威
と
と
も
に
、
出
席
者
一
人
一
人
の
意
見

を
徴
し
た
の
は
、
い
か
に
も
室
町
時
代
の
武
家
に
相
応
し
い
ら
し
い
と
さ
れ
て
い
る
（
参
考
書
：
小
川
剛た
け
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生お

「
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
ー
鎌
倉
将
軍
か
ら
仙
石
大
名
ま
で
」、
角
川
学
芸
出
版
、
平
成
二
十
年
刊
）。

　

法
名
の
道
灌
を
名
乗
り
始
め
た
正
確
な
時
期
は
不
明
だ
が
、
こ
の
年
、
文
明
六
年
六
月
の
歌
合
わ
せ
の

記
事
が
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。

　
越
生
と
道
真
・
道
灌

　

埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
は
、県
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。
越
辺
川
に
沿
っ
て
広
が
る
梅
林
は
、

水
戸
偕
楽
園
、
熱
海
梅
園
と
共
に
「
関
東
三
大
梅
林
」
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
梅
林
を
通
り
過

ぎ
、
黒
山
三
滝
、
顔
振
峠
方
面
に
向
か
う
と
、
太
田
氏
父
子
所
縁
の
旧
跡
が
数
多
く
所
在
し
て
い
る
。

　

龍
り
ゅ
う

穏お
ん

寺じ

は
、
越
生
町
大
字
龍
ヶ
谷
の
山
中
に
在
る
。
そ
の
縁
起
に
よ
る
と
、
永
享
二
年
（
１
４
３
０
）、

六
代
将
軍
足
利
義よ
し

教の
り

が
、
尊
氏
以
来
の
先
祖
の
冥
福
と
関
東
一
帯
の
戦
乱
で
亡
く
な
っ
た
人
々
の
霊
を
弔

う
た
め
に
、
上
杉
持
朝
に
命
じ
て
創
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

遡
っ
て
、
平
安
時
代
の
こ
ろ
、
山
伏
や
修
験
道
の
行
者
た
ち
は
、
こ
の
地
に
道
場
を
開
い
た
が
、
衰
微

し
て
当
時
は
荒
れ
果
て
て
い
た
。
そ
こ
で
将
軍
は
、
彼
が
帰
依
し
て
い
た
児
玉
党
・
越
生
氏
出
身
の
無
極

禅
師
に
請
い
、
そ
の
跡
地
に
関
東
第
一
の
曹
洞
宗
禅
寺
の
道
場
を
開
い
た
。

　

し
か
し
続
く
戦
乱
に
よ
っ
て
再
び
荒
廃
し
た
た
め
、
太
田
道
真
・
道
灌
は
足
利
義
教
の
意
思
を
継
承
し

て
、
文
明
四
年
（
１
４
７
２
）、
第
三
世
泰
叟
禅
師
に
よ
る
修
験
僧
の
道
場
と
し
て
再
建
し
た
と
い
う
。

　
道
灌
が
生
れ
た
三
枝
庵

　

越
生
梅
林
か
ら
越
辺
川
を
遡
っ
た
大
字
小
杉
の
地
に
在
る「
建
康
寺
」は
、「
自
得
軒
砦
跡
」と
い
わ
れ
る
。

龍
穏
寺
の
東
方
約
六
百
米
の
山
の
中
腹
に
佇
む
。
い
ま
、
こ
の
寺
に
立
派
な
伽
藍
は
無
く
、
民
家
の
よ
う

な
風
情
を
も
っ
て
い
る
。

　

当
時
は
毛
呂
氏
、
越
生
氏
等
、
地
方
豪
族
の
残
存
勢
力
が
あ
っ
て
、
若
い
太
田
道
真
に
従
う
こ
と
を
き

ら
っ
た
の
で
、彼
は
こ
の
奥
深
い
山
中
に
砦
を
築
い
て
防
衛
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
東
西
三
百
五
十
間
、

南
北
四
百
間
程
の
三
段
構
え
の
規
模
の
大
き
な
堅
固
な
砦
で
あ
っ
た
と
い
う
。
永
享
二
年
の
こ
と
、
道
真

は
二
十
才
だ
っ
た
。
永
享
四
年
（
１
４
３
２
）、
こ
の
砦
の
「
三
枝
庵
」（
山
芝
庵
と
も
）
で
道
灌
が
生
ま

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
太
田
氏
の
家
系

　

清
和
源
氏
の
末
流
と
い
わ
れ
、
源
頼
政
か
ら
五
代
目
の
資
国
が
、
丹
波
国
太
田
郷
に
住
し
て
か
ら
と

い
わ
れ
て
い
る
（
武
蔵
国
の
大
田
郷
と
の
説
も
あ
る
が
）。
資
国
は
同
国
上
杉
郷
の
地
頭
上
杉
重
房
に
仕
え
、
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上
杉
が
鎌
倉
に
下
る
に
従
っ
て
太
田
資
国
も
相
模
に
移
住
し
た
。
の
ち
に
関
東
管
領
上
杉
氏
と
家
宰
太
田

氏
は
、
主
従
の
関
係
と
し
て
結
び
付
く
。
系
図
に
よ
る
と
、
資
国
・
資
治
・
資
兼
・
資
房
・
資
清
と
、
代
々

相
模
に
住
ん
だ
と
い
う
。

　

た
だ
し
歴
史
に
残
る
太
田
氏
の
活
躍
は
、
資
清
（
道
真
）
と
道
灌
父
子
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
道
灌
の
生
い
立
ち

　

才
幹
を
謳
わ
れ
た
資
清
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名
は
鶴
千
代
。『
永
享
記
』
な
ど
に
よ
る
と
、
鎌
倉

五
山
（
建
長
寺
か
？
）
で
学
問
を
修
め
、
足
利
学
校
で
学
ん
だ
と
い
う
。

　

足
利
学
校
は
、
下
野
国
足
利
庄
（
現
・
足
利
市
）
に
所
在
し
た
中
世
の
高
等
教
育
機
関
で
、
室
町
時
代

か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
関
東
に
お
け
る
事
実
上
の
最
高
学
府
で
あ
っ
た
。
教
育
の
中
心
は
儒
学
だ
っ

た
が
、
易
学
に
お
い
て
も
高
名
で
あ
り
、
兵
学
、
医
学
も
教
え
た
。
戦
国
時
代
に
は
、
足
利
学
校
の
出
身

者
が
易
学
等
の
実
践
的
な
学
問
を
身
に
付
け
、
戦
国
武
将
に
仕
え
る
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
と

い
う
。
学
費
は
無
料
、
学
生
は
入
学
す
る
と
同
時
に
僧
籍
に
入
っ
た
。
学
寮
は
な
く
、
近
在
の
民
家
に
寄

宿
し
て
学
問
に
励
ん
だ
。

　
幼
少
の
頃
か
ら
戦
乱
の
巷
に
・
・
・

　

山
内
上
杉
家
の
憲の
り
ざ
ね実

が
、
将
軍
の
命
で
鎌
倉
公
方
の
足
利
持も
ち
う
じ氏

を
討
伐
し
た
永
享
十
年
（
１
４
３
８
）、

永
享
の
乱
の
こ
ろ
七
才
だ
っ
た
太
田
道
灌
は
、
二
十
三
才
に
な
っ
て
、
享
徳
三
年
（
１
４
５
５
）
勃
発

し
た
享
徳
の
乱
に
遭
遇
、
翌
年
の
康
正
二
年
（
１
４
５
６
）
二
十
五
才
で
家
督
を
相
続
し
、
長
禄
元
年

（
１
４
５
７
）
に
は
古
河
公
方
へ
の
守
り
を
固
め
る
た
め
に
、
父
子
で
河
越
城
、
江
戸
城
を
築
く
。
と
き

に
道
灌
は
二
十
六
才
だ
っ
た
。

次
号
に
つ
づ
く
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西
域
紀
行　
そ
の
一	

深
瀬 

克

１ 
念
願
の
西
域
へ

　
「
つ
い
に
来
た
ぞ
！
と
う
と
う
来
た
ぞ
！
」。
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
の
首
府
ウ
ル
ム
チ
空
港
に
降
り
立
っ
た
時
、
私
は
心
の
中
で

こ
う
叫
ん
だ
。
西
域
へ
の
思
い
は
、
60
年
ほ
ど
前
に
読
ん
だ
漫
画
「
孫
悟
空
」

で
火
焔
山
を
見
た
と
き
に
芽
生
え
た
。
更
に
１
９
８
０
年
４
月
か
ら
放
映
さ

れ
たN

H
K

特
集
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
で
、
喜
多
郎
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
に

よ
る
「
絲
綢
之
路
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
て
く
る
と
、
砂
漠
の
砂
が
飛
ん

で
く
る
よ
う
な
気
分
に
な
り
、
石
坂
浩
二
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
『
私
た
ち
取
材

班
は
・
・
・
』
の
声
を
聞
く
と
、
西
域
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
へ
の
思
い
は
募
る

ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
井
上
靖
の
「
楼
蘭
」
を
読
ん
で
「
さ
ま
よ
え
る
湖
＝
ロ
プ
・
ノ
ー

ル
」
に
思
い
を
寄
せ
、
陳
舜
臣
の
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
列
伝
」
を
読
ん
で
張
騫
の
大
月
氏
へ
の
大
冒
険
に
心

を
躍
ら
せ
、
私
に
と
っ
て
西
域
は
い
つ
の
日
か
必
ず
行
き
た
い
あ
こ
が
れ
の
場
所
と
な
っ
て
行
っ
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
参
加
者
は
16
人
、
そ
の
内
男
性
が
10
人
も
い
て
、
珍
し
く
女
性
の
方
が
少
な
い
ツ
ア
ー

で
あ
っ
た
。
ど
う
も
、
西
域
へ
の
思
い
を
秘
め
た
オ
ジ
サ
ン
は
世
の
中
に
大
勢
い
る
よ
う
で
あ
る
。

２ 

大
地
殻
変
動
を
見
る

　

世
界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
を
含
む
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
は
、
イ
ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
プ
レ
ー
ト
に
乗
っ

た
イ
ン
ド
亜
大
陸
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
ぶ
つ
か
り
、
両
大
陸
の
間
に
あ
っ
た
海
底
を
押
し
上
げ
て
出
来

た
と
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
大
地
殻
変
動
は
こ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
や

パ
ミ
ー
ル
高
原
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
北
側
に
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
高
原
、
崑
崙
山
脈
、
タ

リ
ム
盆
地
（
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
）、
さ
ら
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
天
山
山
脈
ま
で
も

造
っ
て
い
た
と
は
、
大
き
な
驚
き
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
プ
レ
ー
ト
は
７
０
０
０
万
年

ほ
ど
前
か
ら
１
年
間
に
15cm

も
北
上
し
て
い
た
そ
う
で
、
現
在
で
も
毎
年
６
・
７cm

北
上
し
続
け
て

い
る
ら
し
い
。
だ
か
ら
、
将
来
エ
ベ
レ
ス
ト
山
が
１
０
０
０
０m

を
超
え
る
高
さ
に
な
る
こ
と
も
あ
り

塩分が浮き出た天山山脈
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得
る
よ
う
で
あ
る
。

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
旅
は
、
こ
の
造
山
活
動
を
示

す
地
形
を
確
認
す
る
旅
で
も
あ
っ
た
。
海
底
に
堆
積
し
て

い
た
地
層
が
高
々
と
押
し
上
げ
ら
れ
、
巍
々
た
る
岩
山
を

造
っ
て
い
た
。
天
山
山
脈
も
海
底
だ
っ
た
の
で
、
山
肌
や

平
原
の
あ
ち
こ
ち
に
塩
分
が

白
く
浮
き
出
て
い
る
。
こ
の

塩
分
の
多
い
草
原
で
育
っ
た

羊
の
肉
は
大
変
美
味
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
道
端
の
バ
ザ
ー

ル
で
売
っ
て
い
る
羊
肉
に
は
、

ハ
エ
で
は
な
く
「
ミ
ツ
バ
チ
」

が
わ
ん
さ
か
集
っ
て
い
た
が
、

ウ
イ
グ
ル
人
た
ち
は
、
全
く

気
に
止
め
て
い
な
か
っ
た
。

３ 

石
窟
を
訪
ね
て

　

今
回
の
旅
で
、
キ
ジ
ル
千
仏
洞
・
ベ
ゼ
ク
リ
ク
千
仏
洞
・
莫
高
窟
の
石
窟
を
見
て
回
っ
た
。
石
窟
は
全

て
カ
メ
ラ
の
持
込
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
残
念
な
が
ら
石
窟
内
部
の
写
真
は
一
枚
も
無
い
。
掲
載
し

て
い
る
写
真
は
、
現
地
で
購
入
し
た
絵
葉
書
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
。

　

キ
ジ
ル
千
仏
洞
の
あ
る
ク
チ
ャ
周
辺
は
、
玄
奘
三
蔵
の
頃
は
亀
茲
国
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
仏
典
を
漢
語
に
翻
訳
し
た
こ
と
で
有
名
な
鳩
摩
羅
什

（
３
４
４
～
４
１
３
年
）
は
亀
茲
国
の
人
（
母
が
亀
茲
国
王
の
妹
で
、
父
は
イ

ン
ド
人
）
で
あ
っ
た
の
で
、
キ
ジ
ル
千
仏
洞
の
前
に
立
派
な
像
が
あ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
、
石
窟
が
掘
ら
れ
て
い
る
断
崖
の
中
腹
ま
で
、
息
を
切
ら
し
て

登
っ
て
い
っ
た
。

　

現
地
ガ
イ
ド
は
、
石
窟
が
壊
れ
た
原
因
に
は
三
つ
あ
る
と
言
う
。
第
一

は
イ
ス
ラ
ム
勢
力
に
よ
る
も
の
で
、
壁
画
や
仏
像
の
顔
を
中
心
に
破
壊
さ

れ
て
い
た
。
特
に
千
仏
の
全
て
の
眼
が
え
ぐ
ら
れ
て
い
る
の
は
実
に
痛
々

し
か
っ
た
。
二
番
目
は
外
国
人
探
検
隊
に
よ
る
も
の
で
、
仏
像
は
持
ち
去

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
か
ら
天
山
山
脈
ま
で

大
地
殻
変
動
で
で
き
た
・
・
・

ミツバチがたかる羊肉ベゼクリク千仏洞の前に立つ鳩摩羅什の像
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ら
れ
壁
画
は
大
き
く
剥
ぎ
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
三
番
目

は
永
年
の
歳
月
に
よ
る
崩
落
で
、
大
き
く
崩
落
し
て
い
る
石
窟

の
入
口
部
分
の
多
く
は
修
復
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
外
の
破
壊

と
し
て
、
金
箔
が
施
さ
れ
て
い
た
部
分
は
全
て
剥
ぎ
取
ら
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
現
地
の
人
た
ち
が
や
っ
た
こ
と
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

所
々
に
残
っ
て
い
る
壁
画
に
は
、
本
生
譚
（
釈
迦
の
前
世
に
お

け
る
良
い
行
い
の
話
）
が
描
か
れ
て
い
た
。
奈
良
法
隆
寺
の
玉
虫

厨
子
に
「
捨
身
飼
虎
」
の
本
生
譚
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
キ
ジ

ル
に
も
同
類
の
絵
が
残
っ
て
お
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
地

は
長
安
で
は
な
く
奈
良
で
あ
る
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

　

ベ
ゼ
ク
リ
ク
千
仏
洞
は
ト
ル
フ
ァ
ン
に
あ
る
。
こ
こ
は
イ
ン

ド
に
行
こ
う
と
す
る
玄
奘
三
蔵
を
丁
重
に
も
て
な
し
た
高
昌
国

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
仏
教
を
篤
く
信
奉
す
る
国
王
が
い
た
こ

と
で
有
名
で
あ
る
。
従
っ
て
立
派
な
石
窟
が
あ
っ
た
は
ず
な
の

だ
が
、
上
記
の
三
つ
の
理
由
に
よ
り
、
こ
こ
も
痛
々
し
い
姿
で

あ
っ
た
。
残
さ
れ
た
壁
画
の
中
に
、
五
弦
の
琵
琶
を
演
奏
す
る

飛
天
が
描
か
れ
て
い
た
。
奈
良
正
倉
院
に
螺
鈿
に
よ
る
駱
駝
の

図
柄
の
あ
る
「
五
弦
の
琵
琶
」
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

さ
ら
に
、
笙
・
篳
篥
を
奏
で
る
姿
も
あ
り
、
日
本
の
「
雅
楽
」

も
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ
て
や
っ
て
き
た
こ
と
の
証
拠
を
見
る

思
い
だ
っ
た
。

　

旅
の
最
後
に
訪
れ
た
の
が
敦
煌
に
あ
る
莫
高
窟
で
あ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
は
イ
ス
ラ
ム
勢
力
も
入
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
保
存
状
態
は
ず
っ
と
良
い
。
現
地
ガ
イ

ド
の
説
明
で
は
、
文
化
大
革
命
の
時
、
当
時
の
周
恩
来
首
相
が

破
壊
し
な
い
よ
う
に
指
示
し
た
の
で
、
危
機
を
乗
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
そ
う
だ
。
こ
こ
で
は
合
計
10
窟
を
見
学
し
た
が
、

中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
第
２
４
９
窟
の
天
井
画
で
あ
っ
た
。

方
形
の
漏
斗
を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
形
の
天
井
で
、
曼
荼
羅
絵

五弦の琵琶を弾く飛天
阿修羅・風神・雷神が描かれた第 249 窟の天井画
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本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

　
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、

報
道
に
よ
っ
て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・

発
行
し
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

TEL090

（3048

）5502

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

の
よ
う
に
人
物
や
動
物
や
山
海
が
び
っ
し
り
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
人
物
も
動
物
も
実
に
生
き
生
き
の
び

の
び
と
描
か
れ
て
お
り
、
い
く
ら
見
て
い
て
も
見
飽
き
る
こ
と
が
無
い
。
日
光
東
照
宮
の
陽
明
門
を
「
ひ

ぐ
ら
し
の
門
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
こ
こ
は
ま
る
で
「
ひ
ぐ
ら
し
の
壁
画
」
で
あ
る
。
天
井
西
面
中
央
に
は

四
つ
目
・
四
本
腕
（
四
臂
）
の
阿
修
羅
が
日
月
を
捧
げ
て
立
ち
、
そ
の
両
脇
に
風
神
・
雷
神
が
い
る
。
こ

の
風
神
雷
神
が
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
俵
屋
宗
達
（
江
戸
時
代
）
の
そ
れ
と
雰
囲
気
が
ソ
ッ
ク
リ
な

の
に
驚
い
た
。
第
２
４
９
窟
は
西
魏
時
代
（
６
世
紀
中
頃
）
に
描
か
れ
た
も
の
な
の
で
、宗
達
の
絵
の
ル
ー

ツ
を
見
つ
け
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
仏
教
の
み
な
ら
ず
絵
画
や
音
楽
と
言
っ
た
芸
術
、
さ
ら
に
は
、
西
方
の
人

た
ち
を
現
す
「
胡
」
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
胡
弓
、
胡
坐
、
胡
瓜
、
胡
椒
、
胡
麻
、
胡
桃
な
ど
、
西
域
を

経
由
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
が
思
い
の
ほ
か
沢
山
あ
る
。
人
間
の
営
み
は
古
く
か
ら
国
境
を
越

え
た
ス
ケ
ー
ル
で
行
わ
れ
て
来
た
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
旅
で
あ
っ
た
。

次
号
へ
続
く

（
２
０
１
２
／
９
月
８
日
～
16
日
）
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CREATIVE BO
O
K

11
号

　
「
山
手
線
は
廻
る
」
環
状
鉄
路
の
誕
生

　

新
橋
か
ら
品
川
・
横
浜
へ
、
日
本
の

鉄
道
建
設
は
明
治
五
年
に
始
ま
っ
た
。

半
世
紀
を
経
て
完
成
し
た
環
状
の
「
山

手
線
」
は
、
首
都
東
京
の
大
動
脈
と
な

る
。
本
書
は
山
手
線
各
駅
近
傍
の
地
誌

を
語
り
、
歴
史
的
な
変
遷
を
偲
び
つ
つ
、

気
ま
ま
に
読
み
下
せ
る
よ
う
に
編
集
さ

れ
た
物
語
り
。

INFORMATIONCREATIVEBO
O
K

10
号

　
「
隅
田
川
を
遡
る
」
橋
梁
物
語

　

空
撮
写
真
の
ほ
か
多
彩
な
カ
ラ
ー
写

真
を
添
え
て
隅
田
川
に
架
か
る
橋
梁
と

両
岸
の
賑
わ
い
を
訪
ね
、
江
戸
時
代
か

ら
の
歴
史
を
語
る
。


